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「神戸サイト コ・ジェネレーションシステム設置計画 環境影響評価事前配慮書」 

についての意見書 

 

 

「神戸サイト コ・ジェネレーションシステム設置計画 環境影響評価事前配慮

書」（以下，「配慮書」という。）に関して，神戸市環境影響評価等に関する条例（平

成９年10月条例第29号）第８条の７第１項の規定により，別紙のとおり，環境の保

全の見地からの意見を述べる。 



 

＜意見＞ 

１ 全般的事項 

本計画のコ・ジェネレーションシステムは，蒸気の有効活用による消費エネル

ギーの削減，これに伴う二酸化炭素排出量の削減等を目的として導入されるもの

である。 

従って，この目的を達成するための最適なシステムを導入するとともに，「２ 

個別的事項」に示す内容に留意し，地域の環境に配慮した計画とする必要がある。 

 

２ 個別的事項 

(1) 配慮書段階における環境影響評価項目として選定された項目 

ア 大気質 

窒素酸化物，ばいじん等による大気質への影響については，コ・ジェネレ

ーションシステムの販売メーカーの示す保証値だけでなく，類似の事例の実

績等を考慮して把握するとともに，適切な運転管理により窒素酸化物，ばい

じん等の排出量の削減に努める必要がある。 

イ 景観 

工場敷地における緑化について，現状の植栽状況を詳細に把握し，屋上緑

化・壁面緑化等，必要に応じて更なる緑化を施すことが望ましい。 

ウ 地球温暖化 

二酸化炭素排出削減量については，平成 25 年度における関西電力の二酸

化炭素排出係数を基に算出しており，今後本排出係数は変動していくことが

予見される。従って，国や電力業界等の最新の状況を注視し，配慮書手続後

も，適時二酸化炭素排出削減量を把握する必要がある。 

さらに，神戸サイト全体としてエネルギー効率を高めること等により，二

酸化炭素排出量の削減に努めるとともに，工場敷地内の緑化等による二酸化

炭素の吸収源対策に取り組むことが望ましい。 

(2) 配慮書段階における環境影響評価項目として選定されなかった項目 

ア 動物，植物，生態系 

工事等の行為を行う際には，特にナルトサワギクやオオキンケイギク等の

特定外来生物の侵入に注意しながら進める必要がある。 

別 紙 


